令 和 4 年 度 教科 専門 試験 高等 学校 ・ 特 別 支援 学校 (] 





「5 枚 の うち 1」 


紀 界 更 ) 解答 用 紙 【 解 答 例 】 








































































































































































































































































































計 攻 得 
校 | | 用 | 
種 目 | 史 点 
1 (80 点 ) 
間 1 イ 問 2 ウ 間 3 ア 

( 4 点 ) ( 4 点 ) (4 点 ) 
問 4 ウ 問 5 ソリ ドッ ゥ ッ ス 金貨 問 6 郷 挙 里 選 

( 4 点 ) ( 4 点 ) ( 4 点 ) 
問 7 ウ 間 8 イ 間 9 五代 十 国 

( 4 点 ) ( 4 点 ) (4 点 ) 
問 10 メッ カ 問 11 エエ 問 12 マル タ 島 

( 4 点 ) ( 4 点 ) ( 4 点 ) 
問 13 シク 教 間 14 メデ ィ チ 家 問 15 に 

( 4 点 ) ( 4 点 ) ( 4 点 ) 
問 16 (0 

( 4 点 ) 
問 17 南部 で は 、 黒 人 奴隷 を 用 いた プラ ン テ ー シ ョ ン で の 綿花 や タバ ュ コ 栽培 が さか ん で 、 イ ギリ ス 
8 に 輸出 する 体制 が と られ て いた た め 、 貿易 と 奴隷 制度 の 存続 を 求め た 。 

( 8 点 ) 

問 18 エディ ソン 問 19 イ 

( 4 点 ) ( 4 点 ) 











「5 枚 の うち 2」 
令 和 4 年 度 教科 専門 試験 高等 学校 (世界 史 ) 解答 用 紙 【 解 答 例 】 






































校 | 見 | 科 | 和 
種 目 | 喝 点 
2 (30 点 ) 














金 の 末 准 で ある 女真 は 複数 の 部 族 に 分 か れ て いた が 、 建 州 女 真 の 一 族長 メル ハチ に よっ て 16 世紀 末 
に 統一 され 、1616 年 に 後 金 が 成立 し た 。 そ の 子 ホ ンタ イジ は 、 チ ャ ハル 部 を 攻め て 、 元 の 印 箇 を 手 に 









































入れ 、 内 モン ゴル 諸 部 族 を 従え 遊牧 民族 共通 の 大 ハン と な り 、1636 年 国 号 を 清 と 定め 、 さ ら に 朝鮮 を 
攻撃 し て 服属 させ た 。 第 3 代 順 治 天 の 時 、 清 軍 は 長城 を 挟ん で 明 軍 と 対 時 し て いた が 、 明 の 将軍 で あ 
る 呉 三 桂 が 、 李 自 成 の 乱 に よる 澤 袖 帝 の 自殺 を 受け て 清 に 降伏 し 山海 関 の 門 を 開い た 。 清 軍 は 李 自 成 
の 軍 を 破っ て 北京 に 入城 し 、 こ の 地 に 居 都 し 、 順 治 帝 は 中 華 皇 帝 の 位 を 受け 継い だ 。 第 4 代 康 早 帝 は 、 
1683 年 台湾 を 支配 し て いた 笹 氏政 権 を くだ し て 台湾 へ の 統治 を 強め て いっ た 。 ま た 、 オ イラ ト 部 の 一 
部 族 ジ ュ ン ガル が 勢 力 を 広げ る よう に な る と 、 ジ ュ ン ガル と チベット 仏教 の 保護 者 の 座 を 争い 、 康 照 




















































































































































































































帝 自 ら 遠 征 し て ジュ ン ガ ル を 征討 し 、 外 モン ゴル を 従え た 。 北方 で は 、 黒 龍 江 方 面 に 進出 し て いた ロ 


























シア を 駆逐 し ネル チン スク 条約 を 結び 国境 を 画定 し た 。 つ づい て 、 発 正 帝 は 、 チ ベッ ト へ の 支配 を 強 



































め 、 ロ シア と キャ フタ 条約 を 締結 し 、 ネ ルチン スク 条約 で 未定 で あっ た 西部 国境 を 画定 し た 。 乾隆 帝 


























の 時 代 に は 、 タ リム 鈴 地 を 支配 し て いた ジュ ン ガ ル を 滅ぼし て 東 ト ルキ スタ ン 全 域 を 占領 し 、 こ れ を 
新しい 領土 と いう 意味 で 「 新 路 」 と 名 付け た 。 こ れ に よっ て 、 清 の 領域 は 18 世紀 半ば に 最大 に 達し 、 
ユー ラ シ ア 東部 の 大 半 を お お う 広 大 な 世界 帝国 と な っ た 。 















































「5 枚 の うち 3」 
令 和 4 年 度 教科 専門 試験 高等 学校 (世界 史 ) 解答 用 紙 【 解 答 例 】 






































校 | 見 | 科 | 季 
種 目 | 喝 点 
3 (30 点 ) 








王政 復古 下 の フ ラン ス で は 、 制限 選挙 制 に よる 立憲 君主 政 が と られ て いた が 、 ルイ 18 世 の 次 に 即位 
し た シャ ルル 10 世 は 、 亡命 貴族 に 多額 の 補償 金 を 支払 うな ど 反 動 的 な 政治 を 行う 一 方 、 国民 の 不満 を 
そら す た め 、1830 年 に アル ジェ リア 出兵 を お こ な っ た 。 自由 主義 派 の 反発 は 強まり 、 国 王 が 議会 解散 
を 企図 し た と き 、 七 月 革命 が お こっ た 。 国王 は 亡命 し 、 自 由 主義 者 の オル レア ン 公 ルイ テニ フィ リッ プ 
が 新しい 国 王 と し て むか えら れ た 。 こ うし て 成立 し た 七 月 王政 の も と で は 、 銀 行 家 を は じ め と する 大 
資本 家 が 支配 的 と な り 、 産 業 革命 が すす ん だ 。 七 月 王政 下 の フ ラン ス で は 、 き び し い 制限 選挙 に 対す 
る 共和 派 や 労働 者 の 不満 が 強まっ た 。1848 年 、 選挙 法 改正 を 要求 する 改革 宴会 を ギ ゾ ーー 内閣 が 弾圧 し 
た こと か ら 二 月 革命 が 勃発 し 、 ル イ テ フ ィ リ ッ プ は 退位 し て 第 二 共 和 政 が 成立 し た 。 共 和 政 の 臨時 政 
府 に は 、 労 働 者 の 代表 と し て ルイ テ ブ ラン ら の 人 社会 主義 者 も 参加 し 、 国 立 作業 場 を 設置 する な どの 政 
策 が と られ た 。 し か し 、 臨 時 政府 の 内 部 で は 、 資 本 家 を 代表 する 自由 主義 者 と 、 労 働 者 を 代表 する 社 
会 主義 者 と の 対立 が 深まっ た 。 男性 普通 選挙 制 に より 行わ れ た 四 月 選挙 で は 、 国 民 の 多数 を 占め る 農 
民 が 自由 主義 者 を 支持 し た た め 、 社 会 主義 者 は 敗北 し た 。 こ れ に 失望 し た パリ の 労働 者 は 六 月 蜂起 を 
お こし た が 、 き び し く 鎮圧 され 、 政 府 は 保守 化し て いっ た 。12 月 の 大 統領 選挙 で は 、 ナ ポレ オン の 製 
で ある ルイ テテ ナポレオン が 、 農 民 な どの 支持 を 得 て 当 選 し た 。 彼 は 、1851 年 の クー デ タ で 独裁 権 を に 




















































































































































































































































































































































































































ぎり 、 翌 年 の 人 民 投 票 で 皇帝 ナポレオン 3 世 と し て 即位 し た 。 





「5 枚 の うち 4」 
令 和 4 年 度 教科 専門 試験 高等 学校 (世界 史 ) 解答 用 紙 【 解 答 例 】 



































受 過 得 
験 | 。 | 科 

校 | 表 | 科 | 

人 上 | 喝 上 





4 (10 点 Xx4) 
(1) 
1952 年 に 発足 し た ヨー ロッ パ 石 炭 鉄 鋼 共 同体 (ECSC) の 成功 に より 、 ヨ ー ロ ッ パ 経済 共同 体 (EEC) 
































と ヨー ロッ パ 人 原子力 共同 体 (BURATOM) の 設置 へ と 発展 し 、1967 年 この 3 共同 体 が 合併 し ヨー ロッ 



































2 共同 体 (EC) と な っ た 。 さらに 73 年 イギリス が 加盟 し (拡大 EC) 、 そ の 後 ア イル ラン ド 、 ス ペイ 





ン 、 デ ンマ ー ク 、 ギ リシア 、 ポ ルト ガル の 加盟 を 経て 、92 年 に は マー スト リヒ ト 条 約 の 調印 に より 





ヨー ロッ パ 連 合 (EU) の 成立 に 至っ た 。 





イラ ン 系 シー ア 派 の イス ラー ム 王 朝 。946 年 バグ ダー ド に 入城 し 、 ア ッ バ パー ス 朝 の カリ フ か ら 大 ア 
ミー ル に 任じ られ る と と も に 、 カ リフ に 変わ っ て イス ラー ム 法 を 施行 する 権限 を 与え られ た 。 土地 の 
徴税 権 を 軍人 に 与え 、 各 人 の 俸給 に みあ う 人 金額 を 、 直 接 、 農 民 や 都市 民 か ら 徴 税 さ せる イク ター 制 を 
始め た 。 



































1555 年 に 成立 し た 宗教 和議 で 、 こ れ に より 、 シ ュ マ ルカ ルデン 戦争 に 発展 し て いた ルター 派 諸侯 

















補 都 市 と 神聖 ロー マ 和 皇帝 と の 争い の 妥協 が 成立 し た 。 こ れ に よっ て ルター 派 は 公認 され た が 、 宗 派 
を 選ぶ 権利 が 認め られ た の は 諸侯 と 自由 都市 だ け で 、 個 人 の 信仰 の 自由 や カル ヴァ ン 派 の 権利 が 認 
め ら れ た わけ で は な か っ た 。 
















































































イギリス 帝国 主義 の 推進 者 で あっ た セシル テロ ー ズ の 風刺 画 で ある 。 ケ ー プ 植民 地 の 首 相 を つと 















































め た セシル ニテ ロ ー ズ は 、 金 や ダイ ヤ モ ン ド を 産出 する オラ ンダ 系 プール 人 の オレ ンジ 自由 国 と トラ 



































ンス ヴァール 共和 国 の 併合 を 画策 し 、 南 アフ リカ 戦争 を 起こ し た 。 この 風刺 画 の セシル テロ ー ズ の 


両足 は 、 エ ジ プ ト と 南ア フリ カ を 踏ん で お り 、 イ ギリ ス が 展開 し て いた アフ リカ 縦断 政策 を 表し て 












































いる 。 






































令 和 4 年 度 教科 専門 試験 高等 学校 ・ 特 別 支 援 学校 (世界 史 ) 解答 用 紙 【 解 
校 0 却 
種 ” 目 | 史 点 
5 (20 点 ) 

















【 単 元 (題材 ) の 主題 】 
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【 授 業 の 展開 例 】 











「5 枚 の うち 5」 


答 例 】 


書 を 中 心 と し た 東 ア ジア の 国際 秩 護 は どの よう な も の だ っ た の か 。 ま た 、 日 本 へ の 影響 は 何 か 。 





















































に 与え た 影響 に 














〇 本 時 の ね らい 
(1) 唐 が 、 日 本 を は じ め 周 辺 国 と 構築 し た 国際 秩序 を 理解 させ 、 中 華 王朝 が 周辺 諸国 ( 
つい て 考察 させ る 。 











(2) 唐 の 時 代 は 交易 や 文化 交流 も 盛ん に 行わ れ 、 国 際 色 豊か な 王朝 で あっ た こと に 気付 か せる 。 
(3 ) 遺 唐 使 の 活動 や 正 倉 院 の 遺物 を 示し な が ら 、 中 国 と の 関係 が 日 本 の 国家 形成 に どの よう な 影響 を 















































与え て いる か を 考 祭 さ せる 。 

〇 指導 上 の 留意 点 

(1 ) 資料 を 提示 し 、 生徒 の 問い や 疑問 を 表現 させ る こと で 課題 意識 を 引き 出し 、 問い 
説 ) を 考 祭 する こと で 学習 の 見 通し を 持た せる 。 


















































に 対す る 予想 ( 仮 























(2 ) ICT を 活用 し て 生徒 の 意見 を 全体 で 共有 し 、 議 論 す る 活動 な ど 、 対 語 的 な 学習 電 





















































日 を つく る 。 




















〇 具体 的 な 展開 例 
(1) 導入 
ア 周辺 諸国 と 唐 の 関わ り を 読み 取る 資料 を 提示 し 、 問 いや 疑問 を 表現 させ る 。 



















































































イ 周辺 諸国 ご と に 上 唐 と の 関わ り 方 に 違い が ある こと に 気付 か せ 、 そ の 理由 に つい て 予想 させ る 。 





(2) 展開 


ア  「 唐 は 近隣 諸国 に どの よう に 接し て いた だ ろう か 」 を 問い と し て 設定 し 、 琲 別に 唐 と 近隣 諸国 


























束 























の 関わ り 方 に つい て 調査 させ 、 そ の 結果 を 分 類 し な が ら 東 アジ ア に お ける 国際 秩 護 を 理解 させ る 。 


























イ  「 中 国 と 近隣 諸国 と の 関係 に 、 こ の よう な 違い が うま れ た の は な ぜ か 」 を 問い と し て 設定 し 、 
































班 で 話し 合い な が ら そ の 理由 を 考察 させ 、 全 体 で の 発表 を 行い 、 そ の 内 容 に つい て 議論 させ る 。 
ウ 遣 階 使 や 遣唐使 の 活動 、 正 倉 院 の 遺物 を 紹介 し 、 日 本 は 、 国 家 形 成 に お いて 中 国 の 文化 や 制度 


















































を 積極 的 に 導入 し て いる こと に 気付 か せる 。 
(3) まとめ 
































「 あ な た は 、 日 本 が 国家 形成 に あたっ て 唐 に 学ん だ こと で 最も 重要 だ っ た こと は 何だ と 考え る か 。」 



































を 問い と し て 、 本 時 の 学習 を 「 日 本 の 国家 形成 」 と いう 視点 か ら 振 り 返 る 


























